



























































いるので、定数になっている(I= 10人ここで、ァ(x)= Ao・(RA. CA(X) + RB . CB(X)) X官、 Ao
は係数、 wは電蒼膜の厚さである。上記の関数Qを使用すると、この系の Cahn-Hi1liard方程式
がi主下のように記述できる。
δC A (X) _ T ¥'"72 r _2¥'"72/'1 I dW 1 ， T ¥'"72 d五(CA)一友一 =LV[ーε VCA十一一]十LV一一一 (2) dCAJ • -. dCA 
Lは空間に対して平均化された平均関数で、 fμX = ~[1/ I布dx]ldのように定義される関数
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